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マトリックス 入力インターフェース

① ①

③ ④ ⑤ ⑥

② ②

① デバイスの接続状態が表示され、四角をクリックすることで、
関連するチャネルを入力および編集することができ、すべて
のチャンネル名が変更可能です。

② すべての出力チャンネルは任意の入力チャンネルを選択で
き、各ルートチャンネルの音量は単独で設定できます。

 GEQ インターフェース

①

②

① 現在のチャンネルの GEO カーブ状態を表示します。 プッシュ
ロッド上でマウスピッチングを行うと、GEO カーブのポイント
にパラメーターが表示されます。

② 右の INA、INB、INC、IND キーを選択すると、現在のチャン
ネルの 31 セグメントグラフィックイコライザのパラメータを調
整でき、別の入力チャンネルのインターフェイスを入力するこ
とができます。

① "Mag" インターフェイスを選択すると、入力チャンネルの
PEQ、ハイカット、ローカット、 " 位相 " インターフェースを選
択することができます、現在の位相チャンネルを調整します。
また、非現行の PEQ と位相曲線を同期して表示することもで
きます。

② 調整可能な Gain、ミュート、Q、フリケンシー、すべての
PEQ タイプ、バイパスキーはオプションです。

　PEQ スタイルを選択することができます ( バランス、ハイシェ
ルフ、ローシェルフ、ハイカット、ローカット、位相 180°、
位相 360°。)

③ゲイン、Q、フリケンシーはパターで調整することができ、キー
ボードの UP、DOWN、LEFT、RIGHT キーを押すことでコント
ロールできます。

④ローカット周波数 20HZ 〜 20KHZ が調整可能でき、-6dB~-
48dB 間で勾配レートを選択することができます (ButterNorth, 
Wesel, Linkwitz-Riley)

⑤ハイカット周波数 20HZ 〜 20KHZ が調整可能でき、6dB~-
48dB 間で勾配レートを選択することができます (ButterNorth, 
Wesel, Linkwitz-Riley)

⑥入力チャンネルのゲイン、ミュート、フェーズは、レベル表示
ライトと同じように、別々に制御することができます。
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出力インターフェース

①

③ ④ ⑤ ⑥

②

① "Mag" インターフェイスを選択すると、入力チャンネルの
PEQ、ハイカット、ローカット、 " 位相 " インターフェースを選
択することができます、現在の位相チャンネルを調整します。
また、非現行の PEQ と位相曲線を同期して表示することもで
きます。

② 調整可能な Gain、ミュート、Q、フリケンシー、すべての
PEQ タイプ、バイパスキーはオプションです。

　PEQ スタイルを選択することができます ( バランス、ハイシェ
ルフ、ローシェルフ、ハイカット、ローカット、位相 180°、
位相 360°。)

③ゲイン、Q、フリケンシーはパターで調整することができ、キー
ボードの UP、DOWN、LEFT、RIGHT キーを押すことでコント
ロールできます。

④ローカット周波数 20HZ 〜 20KHZ が調整可能でき、-6dB~-
48dB 間で勾配レートを選択することができます (ButterNorth, 
Wesel, Linkwitz-Riley)

⑤ハイカット周波数 20HZ 〜 20KHZ が調整可能でき、6dB~-
48dB 間で勾配レートを選択することができます (ButterNorth, 
Wesel, Linkwitz-Riley)

⑥入力チャンネルのゲイン、ミュート、フェーズは、レベル表示
ライトと同じように、別々に制御することができます。

① イーサネット接続ポート           

コンピュータを有線で接続するか、スイッチで複数のデバイスを接続するか、ルーターで WIFI を使用して制御することができま
すが、デバイスごとに異なる IP アドレスと ID コードを設定する必要があります。IP アドレスの競合で正常に接続することがで
きなくなります。

ルーター

ID：1

ID：2

スイッチ

イーサネット接続ポート

リアパネル　制御ポート端子
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リアパネル　制御ポート端子

2pin：TXD
3pin：RXD
5pin：GND

RS232 / USB
コンバーター

PC またはラップトップ

② RS232 接続ポート   

 RS232 ポートを介して PC に接続します。

③ RS485 カスケード制御ポート   

 複数のデバイスを RS485 で接続すると、別々の ID を選択して別々に制御できます。

RS232 ポートの 7PIN と 8PIN をカスケード接続して複数のデバイスを接続し、RS485
変換された RS232 スイッチを介してコンピュータを接続し、異なる ID を設定した後
にカスケード制御可能なデバイスをいくつか接続します。

ID：1

ID：2

ID：3

7PIN：RS485D+　8PIN：RS232 ポートの RS485 D-
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0 1 2 3 4 5 6 7 8

DLE STX Device Assress CMD Channel HI-VOL LO-VOL STX DLE
Packet 0x7B 07xD 1~254 0 x45 00 ~07 0x?? 0x?? 0x7D 0x7B

例（Out2 volme - 3.0dB）：7B7D01450100FA7D7B

 

0 1 2 3 4 5 6 7 8
DLE STX Device Assress CMD In/Out Channel + /- STX DLE

Packet 0x7B 07xD 1~254 0 x41 In:0 Out:1 0~3 +:0 , -:1 0x7D 0x7B

例（入力チャンネル 1 のゲインを上げる）：7B7D0140000007D7B

 
0 1 2 3 4 5 6 7 8

DLE STX Device Assress CMD In/Out Channel No / Yes STX DLE
Packet 0x7B 07xD 1~254 0 x42 In:0 Out:1 0~3 No:0 , Yes:1 0x7D 0x7B

例（入力チャンネル 1 ミュート）：7B7D01420000017D7B

 
0 1 2 3 4 5 6 7 8

DLE STX Device Assress CMD Factory/User Preset 0 x30 STX DLE
Packet 0x7B 07xD 1~254 0 x43 F:0   U:1 0~31 0 0x7D 0x7B

例（ユーザプリセット U00 を呼び出す）：7B7D01430100007D7B

① 制御パッケージフォーマット          

② コマンド詳細   

(1) ゲインコントロール  (0x41)        

(2) ゲインコントロール  (0x42)        

(3) ロードプリセットコントロール  (0x43)        

(4) 入力ボリュームコントロール  (0x44)        

(5) 入力ボリュームコントロール  (0x45)        

 

0 1 2 3 4 5 6 7 8
DLE STX Device Assress CMD Data1 Data2 Data3 STX DLE

Packet 0x7B 07xD 1~254 0x41~0x4A 0x?? 0x?? 0x?? 0x7D 0x7B

 

0 1 2 3 4 5 6 7 8
DLE STX Device Assress CMD Channel HI-VOL LO-VOL STX DLE

Packet 0x7B 07xD 1~254 0 x44 00 ~07 0x?? 0x?? 0x7D 0x7B

例（InA volme + 0.0dB）：7B7D014400011877D7B

拡張リモートコントロールプロトコル
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0 1 2 3 4 5 6 7 8
DLE STX Device Assress CMD In / Out Channel 0 x 30 STX DLE

Packet 0x7B 07xD 1~254 0 x48 In:0  Out:1 0 ~3 0 0x7D 0x7B

MCU Return : 0 x00 ~ 0 x90 = - 60dB~+12dB, 0.5dB /Step
例（入力チャネル 1 のゲインパラメーターを読み込む )：7B7D01480000007D7B

 

0 1 2 3 4 5 6 7 8
DLE STX Device Assress CMD In / Out Channel 0 x 30 STX DLE

Packet 0x7B 07xD 1~254 0 x49 In:0  Out:1 0 ~3 0 0x7D 0x7B

MCU Return : 0 x00 または 0 x01 = Un-Mute / Mute
例（入力チャネル 1 のミュートパラメーターを読み込む )：7B7D01490000007D7B

 
0 1 2 3 4 5 6 7 8

DLE STX Device Assress CMD 0 x30 0 x30 0 x 30 STX DLE
Packet 0x7B 07xD 1~254 0 x4A 0 0 0 0x7D 0x7B

MCU Return : 0 x00 ~ 0 x32 = 0 : F00 , 1 ~ 32 : U00 ~ U31
例（プリセットパラメーターを読み込む )：7B7D014A0000007D7B
 

通信パラメーター
1 秒あたりのビット数 115200 Stop bits 1

Data bits 8 Step >=20ms
Parity None ID 1

(6) ゲインを取得 (0 x 48)

(7) ミュートを取得 (0 x 49)

(8) プリセットを取得 (0 x 4A)
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この取扱説明書は、IDE コーポーレーション有限会社が制作しています。
発売元：IDE コーポレーション有限会社
〒 530-0015　大阪市北区中崎西 1-1-24

スペック

システム特徴
周波数応答 20Hz~20kHz  , -0.3dBu
S / N 比 >115dBu
歪 (THD) <0.005 at 1kHz (0dBu)
クロストーク <100dB フルスケール以下

入力セクション
タイプ バランス XLR
最大入力レベル +18dBu
インピーダンス ステレオ：1M / Ω  , モノラル：500k Ω

出力セクション タイプ バランス XLR
最大出力レベル ステレオ：1M / Ω  , モノラル：500k Ω
インピーダンス <500 Ω

デジタルプロセッシング 24bit シグマデルタコンバーター
96kHz サンプリングレート

ディスプレイ 20x2LCD ディスプレイ　パラメーター設定とファンクション選択用
寸法 / 重量 L480 x W245 x H45 mm / 2.88kg
付属 CD(PC ソフトウェア , ユーザーマニュアル )　USB コード、電源コード


